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1 古ま じめ に

公 的英語 試験 の 成 績が 大学の 単位 と して 正 式 に

認定 され る こ と に な っ たの に伴 い ､ 人文学部 で は

3 ･ 4 年 次学 生 を対 象 と して ｢ 実践 英語研 究+ を

平成 12 年度 より第 Ⅰ期 に開講 した ｡

2 授 業の 趣 旨

本授 業 の 趣 旨は ､
T O E I C 公 開テ ス ト の ス コ ア を

伸 ば す訓練 を行 う こ とで あ る ｡

3 T O E I C に つ い て

T O E I C と は T e s t o f E n g li s h f o r l n te r n ati
o n al

c . m m u n i c ati o n ( 国 際英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力

テ ス ト) の 略称 で あ る ｡ 知識と して の 英語 力 を問

う大学入試や ｢ 実用 英語検定試験+ と は異な り ､

社 会 に お け る実践的 な英語 の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

能 力を診断 する ため の テ ス トで ある ｡ 世界 5 0 カ 国

で 英語 能 力の グ ロ
ー バ ル ス タ ン ダ

ー

ドと して 採用

され て お り ､ 日本 国 内で も現在ま で に 累計 49 0 万

人 が受験 し て き た ｡ テ ス ト開発 公共機 関 と し て 世

界 最 大 の 規模 と ノ ウ ハ ウを も つ ア メ リ カ の E T S

( E d u c a ti o n al T e s ti n g S e rv i c e) で 開発 され てお り ､ テ

ス ト結果 は 1 0 点 - 99 0 点 の ス コ ア で 示 され る ｡

T O E I C は分 野 を問 わず ､ 様 々 な レ ベ ル の 受験 者の

英 語 力を 正 確 に 位 置づ け る こ とが で き ､ こ の 優れ

た特 長か ら ､ 日本 国 内の
一

般 企業 や官 公庁 で ､ 英

語 能 力基 準の 設定 ､ 新 入社 員研 修 や英語 研修 計画

作 成な ど様 々 な形 で利 用さ れて い
■る ｡

4 授業 計画

T O EI C 公 開テ ス ト は ､
パ ー ト 1 か ら パ ー ト 4 の

リ ス ニ ン グ ･ セ ク シ ョ ン ( 10 0 問) 及 び パ ー

ト 5

か ら パ ー ト 7 の リ
ー デ ィ ン グ ･ セ ク シ ョ ン ( 10 0

問) の 合計 2 00 聞 か ら成 る ｡ 本授 業 で は ､
1 回 の

授 業 で 1 つ の パ
ー トを取 り 上 げ､ そ の パ

ー ト に的

を紋 っ て 訓練 を行 っ た ｡ 授業 回数 の 都 合上 ､ リ ス

ニ ン グ ･ セ ク シ ョ ンの 各 パ
ー ト に 1 回 ､ リ ー デ ィ ン

グ ･ セ ク シ ョ ン の 各パ ー ト に 2 回の 時間 を割り当

て た ｡

実 際の 授 業 は ､ 次 の ス ケ ジ ュ
ー ル に 基 づ い て 行

われた ｡

第 1 回 オ リ エ ン テ
ー シ ョ ン : T O E I C 試験に つ い

て の 基礎知識

第 2 回 現状診断 テ ス ト ( 第 1 回 T O E I C 模 擬テ ス

ト)
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第 3 回 リス ニ ング : パ ー

ト 1 写真描写 問題

印刷 され た写 真を見なが ら､ そ れに つ い

て 4 つ の 英文 を聞き ､
適切 なもの を選 ぶ

問題

第 4 回 リ
ー デ ィ ン グ : パ

ー ト 5 文法 ･ 語 嚢問題

( 1 )

問題 文の 空欄 に 入れ る べ き語句 を 4 つ の

選択肢 か ら選 び ､ 未完成の 文 を完成 さ せ

る 問題

第 5 回 リ ー デ ィ ン グ : パ
ー ト 5 文 法 ･ 語 尭問題

( 2 )

問題 文の 空欄 に 入れ る べ き語句 を 4 つ の

選択肢 か ら選 び ､ 未完成 の 文 を完成 さ せ

る 問題

第 6 回 リス ニ ング : パ ー

ト 2 応 答問題

質問とそ の 答 えの 3 つ の 英文 を聞き ､ 適

切 な答えを選ぶ 問題

第 7 回 リ ー デ ィ ン グ : パ
ー

ト 6 誤 文訂 正 問題

( 1 )

問題文 に示 さ れた 4 つ の 箇所 から ､ 訂 正

す べ き部 分 を 選 ぶ 問 題

第 8 回 申聞達成度確 認テ ス ト ( 第 2 回 T O E I C 模

擬テ ス ト)

第 9 回 リ
ー デ ィ ン グ : パ

ー ト 6 誤 文訂 正 問題

( 2 )

問題 文 に 示 さ れ た 4 つ の箇所 か ら ､ 訂 正

す べ き部分 を選ぶ問題

第 10 回 リ ス ニ ン グ : パ ー ト 3 会話 問題

会話 を聞 き ､ 質 問 に対す る適切 な 答 えを ､

4 つ の 選択肢 か ら選ぶ 問題

第 11 回 リ ー デ ィ ン グ : パ ー ト 7 読解問題 ( 1 )

英文 を読み ､ 質 問に対 す る適 切な答えを､

4 つ の 選 択肢 か ら選ぶ 問題

第 12 回 リ ー デ ィ ン グ : パ
ー ト 7 読解 問題 ( 2 )

英 文を読み ､ 質 問に対 す る適切な答えを ､

4 つ の 選択肢 から選ぶ問題

第 13 回 リ ス ニ ング : パ
ー ト 4 説明文 問題

説 明文 を聞き ､ 質問
.
に対 す る適 切な 答え

を ､
4 つ の 選択肢 か ら選ぶ 問題

第 14 回 最終達成度確 認テ ス ト ( 第 3 回 T O E I C 模

擬テ ス ト)

5 授業 の実際

5 .1 ク ラ ス 設定

当初 ､ 20 名程 度 の 規模の ク ラ ス を開設 す る予定

で あ っ た ｡ し か し ､ そ れ を選 か に越 え る数 の 学生

が 受講 を 希望 した の で ､ 選抜 を行 う こ と に した ｡

英 語 を主 た る専 攻 と しない 学 生 を優 先 的 に 受 け付

け る こ と を シ ラ バ ス で 既 に 明記 して あ っ た の で ､

先 ず ､ 英米 文化 履修 コ ー ス 所 属学 生 を受講 希望者

から外 した ｡ 次い で ､ 残 っ た学生 67 名の 申か ら抽

選 に よ っ て 41 名 に 受講 を許可 した ｡ 結果 と して ､

予 定 して い た倍 の 規 模 の ク ラ ス を設定 す る こ と に

な っ た ｡ 受講 を許可 さ れ た学 生は い ずれも 3 年次

学生で あ っ た ｡

以 上の よう な経 緯か ら ､ 英語 を主 た る関 心 事 と

しな い 学 生の 中で も ､ 公的 英語検定試験 に 強い 関

心 を抱き ､ そ の 対 策に特 化 した授 業の 受講 を希望

す る者が 少なくな い こ とが ､ 確認さ れた ｡

5 .2 オ リ エ ン テ
ー シ ョ ン

T O E I C に つ い て の 知識 や 受験経 験めな い 学生 も

多 い と考 えられ たの でJ 第 1 回目の 授業 時に オリ

エ ンテ ー シ ョ ン を行 い ､
T O Ⅲ C の 特色 ､

問題 の タ

イ プ と構 成 ､
ス コ ア と英語 能力 レ ベ ル ､

一

般 企業

や官公庁 にお け る T O E I C の 役 割 な どの 基礎知識 に

つ い て 説 明 し た ｡ ま た ､ 学習意欲 高揚の ため ､ 学

習 の 仕 方 に よ っ て は短 期 間で ス コ ア ア ッ プ が 可能

で あ る こ と や ､ 授 業担当 者の 受験体験 な ど を話し

た ｡

5 .3 教 材

使 用 したテ キ ス トは ¶1 e C o m p l e t e G u id e to T O E I C

( B ru c e R o g e r s 著 ､ I n te m a ti o n al T h o m s o n As i a E L T , 1 9 9 7)

で あ る ｡ こ の テ キス トに は テ
ー プ 3 本 が付随 して

い る o

一
学 生 に は ､ 授 業 の 進 度 に 関わ らず ､ テ キ ス

ト の リ ス ニ ン グ及 び リ ー デ ィ ン グ ･ パ ー トを独習

に よ っ て 進 め て い く こ とも 望ま し い と指導 した ｡

従 っ て ､ 意欲 の あ る学 生 は ､

.
授業 中に 学習 す る箇

-
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所 を すで に終えて い る こ とも 充分 に 予測 され た ｡

そ こ で ､ 各 回の 授業 は ､ テ キ ス トだ けで はな く ､

練 習 問題 用 の補 助 プ リ ン ト数枚 ､
T O EI C 練習 用の

テ
ー プ数本及 び C D 数枚を併用 して 進 められ た ｡

5 .4 語 嚢リス トと単語テ ス ト

語重力を強化 するため ､ T O E I C 頻出単語約 80 - 9 0

語 から成 るリ ス トを 毎週配 布 し ､ 翌 週ま で に 覚え

て く る よう指示 し た ｡ 翌 週 の 授 業開 始時に 単語テ

ス トを行い ､ 前週配 布 し た単語 リ ス トの 中か ら 10

問を 出題 し た ｡ こ の 単語テ ス トを模 擬テ ス ト実施

週 以外 ､ 毎週欠 か さ ず行 っ た ｡ 最終講義 が終了 す

る まで に 配布さ れた単語･数 は 9 5 0 語以上 に な っ た｡

受講学 生全 員の 全 1 0 回 の 単語 テ ス トの 平均 点は ､

10 点満点 中 6 .4 点 で あ っ た｡

5 5 リ ス ニ ン グ ･ セ ク シ ョ ン

T O E I C の リ ス ニ ン グ ･ セ ク シ ョ ン古ま 4 つ の パ ー

ト で 構成 され ､ 各 パ ー ト で 問題 の タ イ プ 及 び 形式

が 異 な る . 従 っ て ､ 各 パ
ー

ト の 問題 が 放 送 さ れ る

際 に最 初 に読 み 上 げられ る英語 の 指 示文 及 び サ ン

プ ル 問題を含 む ､ 問題形 式 に慣 れ な けれ ば い けな

い こ とを強調 し ､ 先ず ､ そ の た めの 訓練を行 っ た ｡

こ の 指 示文 及び サ ン プル 問題 は ､ 各 パ
ー ト で 毎 回

同 じもの が 読み 上 げられ る ｡ こ の こ とを話 した後 ､

指 示 文 とサ ン プル 問題 をテ
ー プ で数 回聞き ､ 内容

を理解 し覚え る とい う練 習 を行 っ た ｡ ま た､ 問題

文 はす べ て ナ チ ュ ラル ス ピ
ー

ド で 読 み 上 げられ ､

す べ て の パ
ー

ト に お い て 設 問 間の ポ
ー ズ も数 秒 と

.短
い た め ､ ス ピ

ー ド感 覚を体 得 す る こ との 重要性

を説 明 しながら ､ リ ス ニ ン グの 練 習を行 っ た｡

さ ら に ､ 各 パ
ー

ト に お け る頻 出単
･

熟語及 び 言

い 回 し ､
よく取 り上 げられ る ト ピ ッ クな どに つ い

て
､
問題 の 傾 向を学生 に示 し た ｡ ま た ､

T O E I C 公

開テ ス トの リ ス ニ ン グ ･ セ ク シ ョ ン で は ､ 印刷 さ

れ て い る選 択肢 を予 め 読む こ とに よ っ て ､ 出題 さ

れ る 内容 をあ る 程度 予想 で き る場 合 が 多い ｡ そ の

こ と が 解 答 を導 き出 す上 で 有効 な手才卦り とな る こ

と を示 唆 し た ｡ 各時 間の 後 半 で は ､ より多く の 練

習 問題 を解 く こ と に よ っ て 学生 が 問題 形式 とス ピ

- ド に憤 れ るよう 配慮 した ｡

5 .6 リ ー デ ィ ン グ ･ セ ク シ ョ ン

リ ー デ ィ ン グ
･ セ ク シ ョ ン は 3 つ の パ ー

トで 構

成 さ れ ､ 各 パ ー ト で 問題 の タイ プ 及 び 形式 が異 な

る ｡ 3 パ ー ト合 計 1 00 問 に割 り 当て られ て い る 時

間 は 75 分だけな の で ､ 素早く解答して い かなけれ

ば なら な い ｡ そ の た め
､ 各 パ

ー ト へ の 効率 的な､時

間配 分 が ､ 高 得点 を取 る キ ー ポ イ ン トと な る ｡ 先

ず ､
セ ク シ ョ ン全 体の 中で 各パ ー

ト に どの 程度 の

時間 を割 り 当て る こ とが で き る か を大 ま か に把握

させ た ｡ そ して ､ 各 パ
ー ト の 1 問 に か ける こ と の

で き る 時間 内 に 問題 を解い て い き ､ 各 パ ー トの 解

答を仕 上 げて い く訓 練を行 っ た ｡

さら に ､ 各 パ
ー

ト に お け る頻出単 ･ 熟語 及 び 言

い 回 し､ バ
ー ト 7 の 読解問題 に よく取 り上 げられ

る ト ピ ッ ク な ど に つ い て ､ 問題 の 傾 向を学 生 に示

し た ｡ 各 時 間の 後 半で は ､ よ り多く の 練習 問題 を

解く こ と に よ っ て 学生 が 問題形 式 と 時間配 分の 仕

方 に慣 れ る よう配慮 した ｡

5 .7 T O E I C 模 擬テ ス ト

以上 の ような 訓練 の 成果 を確 認 して い く ため ､

ま た ､ 訓練 の 足 りな い 部位を探 し出す ため ､ あ る

程度 の 間隔 を置い て 合 計 3 回の T O E I C 模擬 テ ス ト

を実施 し ､ 学生 の ス コ ア の 変化 を調 べ た ｡ 第 1 回

模 擬テ ス トは ､ ガイ ダ ン ス を行 っ た翌週 の 授業 時

( 第 2 回授業 時) に ､ 第 2 回模 擬テ ス トは ､ 学期

の ち ょ う ど 中頃 ､ 第 8 回授 業時 に ､ そ して 第 3 回

模擬 テ ス トは ､ 最終授業時 に実施 した ｡

こ の 3 回の 模擬テ ス トは､ 90 分 とい う授業時間

内で 終わ らせ る と い う制 約 が あ っ た ため ､ 次 の よ

う に 試験 内容を調整 して 実施 され た ｡ 実 際の T O EI C

公 開 テ ス トの 試験時間 は ､ リ ス ニ ン グ ･ セ ク シ ョ

ン 45 分 ( 10 0 問) ､ リ ー デ ィ ング ･ セク シ ョ ン 7 5

分 ( 10 0 問) の合 計 12 0 分 ( 合 計 20 0 問) で ある ｡

そ れ に 対 し ､ 本授業 で 実施 した模 擬テ ス トに お い

て は ､ 公 開テ ス トの 7 0 % の 制 限時 間 ( 84 分) し

か設定で きなか っ た｡ こ の 時間設定 に 則 しなが ら､

なお 且 つ 問題 の 内容が 公 開 テ ス ト と 同 じ形 式 ､ 同
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じ バ
ー

ト毎 の 割 合 に な る よ う に す る た め ､ T O E I C

用 問題集に あ る 1 回分 の 練習テ ス ト問題 から ､ 各

パ
ー

ト の 最後の 30 % 分 の 問題 を機械 的 に 削除 し

た ｡

現状診断テ ス ト と称 す る第 1 回 T O E I C 模擬 テ ス

トを ､ オ リ エ ン テ
ー シ ョ ン を行 っ た翌週 の授 業 時

( 第 2 回授業 時) に 実施 した ｡ 本授業 を受講 す る

前 の能 力 の 現状 を把 握す る た め で あ る ｡ 3 7 名 の 学

生が こ の テ ス トを受験 し た ｡ 模擬 テ ス トを実施 し

た翌 週 ､ 各 学生 に テ ス ト の ス コ ア を通 知 した ｡ こ

の ス コ ア は ､ 前 述の よう な事情 に よ り ､ 公 開テ ス

ト問題数 の 70 % 相 当の み を用 い た場合の も の で あ

る の で ､ 学 生が 実際 の テ ス トを受験す る 際の 参 考

に で き る よう に ､ 次の よう な手続 に よ っ て換算 し

た数 値 をも併せ て 通知 した ｡ まず ､ 模 擬テ ス トの

リ ス ニ ング及 び リ
ー デ ィ ング ･ セ ク シ ョ ンの ス コ

ア を 100 % の ス コ ア に換算 す る ｡ そ の 後 ､ T O E I C

問題 集に 記載 されて い る 自己 評価用 練習 テ ス トス

コ ア 換算表 に 則り ､
こ の 1CK) % ス コ ア を ､ 公 開テ

ス ト後 各受験者 に E T S か ら通知 さ れ るス コ ア ( 10

- 9 9 0 点) に換算 した ｡

さ ら に
､ 学期 の ち ょう ど 中頃 ､ 第 8 回目 の授 業

時 に ､ 中間達成度 確認テ ス ト と称 す る第 2 回模 擬

テ ス トを実施 した ｡ 学期 の 前 半 にお け る成 果 を確

認 し ､ 後 半 に お ける授 業 内容 を調整 す る 際の 検 討

材料 を得 る ためで あ る ｡ こ の テ ス トの 受験者は 40

名で あ っ た ｡ 模 擬テ ス トを実施 した翌週 ､ 各学 生

に テ ス トの ス コ ア 及 び第 1 回模 擬テ ス ト時 と同様

の 方 法で 算出 した T O E I C 公開テ ス ト換算 ス コ ア を

通 知 した ｡ また ､ 学 習意 欲高揚 の ため ､ 及 び 各学

生 が 学習を進 め て い く上 で の参 考 とな る よう ､ 第 2

回模 擬 テ ス トに お い て 各 自が 特 に 良く で きて い た

パ
ー

ト ､ 良く で き て い な か っ た パ
ー トを併 せ て 通

知 し た ｡ さ らに ､ 各学生 が 2 回 の模 擬テ ス トの ス

コ ア を 比較で き る よ うに ､ 第 1 回模 擬テ ス トの ス

コ ア 及び 換算ス コ ア を再 び併 せ て 通知 した ｡

最終授業 時に ､ 最終到達度 確認 テ ス ト と称 す る

第 3 回模擬テ ス トを ､ 当該学期全 体の 成果 を確認

す る ために 実施 した ｡ 3 1 名が こ の模擬テ ス トを 受

験 した ｡ こ の 授業 時 が ､
人 文学部 の 集 中講義 時 間

と重 な っ て しま っ たた め ､ 出席 した学 生数 は前 2

回の テ ス ト時より少 なか っ た ｡

全 3 回 の模擬テ ス トの 平均 ス コ ア は以下 の 通 り

で あ る ｡

第 1 回 合 計 : 90

( リ ス ニ ン グ : 4 0 リ ー デ ィ ン グ : 50)

第 2 回 合 計 : 98

( リース ニ ン グ : 49 リ ー デ ィ ング : 49)

第 3 回 合計 : 10 6

( リ ス ニ ン グ : 53 リ ー デ ィ ン グ : 53)

* 合 計点 は 1 40 点 満点 ( リ ス ニ ン グ 及 び リ ー デ ィ

ングは 70 点満 点)

6 成績評価

T O E I C 模擬 テ ス トス コ ア の 伸 び 及 び 単語 テ ス ト

の 点数と を合 わせ て 評価 した ｡

7 授業 実施 の 結果

本 授業 で は ､ T O E I C 公 開テ ス ト の ス コ ア を伸 ば

す訓練 を行う とい う趣 旨に 照 ら して授 業を行 っ た ｡

各模 擬テ ス トに よ っ て 難易度 に違 い が あ っ た可能

性 が あ る と はい え ､
T O E I C 用 問題 集 の 練習 テ ス ト

を利用 し た全 3 回 の テ ス ト の 平均 合計 ス コ ア が ､

第 1 回 9 0 点 ( 64 % の 正答率) ､ 第 2 回 9 8 点 ( 7 0

% ) ､ 第 3 回 106 点 ( 7 6 % ) と ､ 回を増 す毎 に確実

に 上 昇 して い る こ とか ら ､ 本授業 は公 開テ ス トの

ス コ ア を伸 ばす効 果 を有 しう る も の で あ っ た と考

え られ る ｡

各 セ ク シ ョ ン毎 の 模擬 テ ス トス コ ア の 変化 に着

目 して み る と ､ リ ス ニ ング ･ セ クシ ョ ン と 比較 し ､

受講 前 の 時点 か ら平均 ス コ ア が 高 か っ たリ ー デ ィ

ン グ ･ セ ク シ ョ ンに お い て 汝 ､ 第 1 回 5 0 点 ( 7 1

% ) ､ 第 2 回 4 9 点 ( 70 % ) ､ そ し て第 3 回 5 3 点 ( 7 6

% ) と い う変化が 見られた ｡

こ れに 対 し､ リ ス ニ ン グ ･ セ ク シ ョ ン で は ､ 第 1

回 4 0 点 ( 57 % ) ､ 第 2 回 4 9 点 ( 70 % ) ､ そ し て 第 3

回 53 点 ( 7 6 % ) と ､ リ ー デ ィ ン グ ･ セ ク シ ョ ン

と 比較 して 著 しく ス コ ア が 上 昇 して い る ｡ こ の こ
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と から ､ 受講前 の 時点で ､
リ ー デ ィ ング 問題 を解

く能力よ り全体的に低 か っ たリ ス ニ ング 問題 を解

く能 力が ､ 本授業 の 受講 を通 して ､ 最終的 に は リ

ー デ ィ ン グ問題 を解く能 力 と 同 じ レ ベ ル に まで 向

上 したと考 えられ る ｡

こ の よう に リ ス ニ ング ･ セ ク シ ョ ン の ス コ ア が

大幅 に 上昇 し た理 由 と し て 二 つ 考 え られ る ｡ つ ま

り ､ T O E I C の リ ス ニ ン グ 問題 慣れ と リ ス ニ ン グ能

力そ の もの の 向 上の 二 つ で あ る ｡ 受験者は模 擬 テ

ス トの 回を 重ね る 毎 に ､ また授業 で リス ニ ン グ練

習を行 い ､ さら に 独習 を す る こ とに よ り ､ 問題 を

解く能 力 を向上 さ せ る と共 に 問題 形式 や ス ピ
ー ド

に 慣 れて い き ､ そ の こ と が模 擬テ ス トの 平均 ス コ

ア の 大 幅な上 昇 に 繋 が っ たと考 えられ る ｡ T O E I C

リ ス ニ ン グ問題 で は ､ 問題 の 読 まれ る タイ ミ ン グ

に 慣 れ ､
ス ピ ー ド感 覚を体得 す る こ とに よ っ て ス

コ ア ア ッ プが可能 に な るか らで ある ｡

今後 の 課題 と して は ､ 次の 諸点 が 挙 げられ る ｡

本授業の 模擬テ ス トの リ ー デ ィ ング ･ セ ク シ ョ

ンで は ､ 受講 前 から 比較的+ 平均 ス コ ア が高か っ

た こ と も あり ､
リ ス ニ ン グ ･ セ ク シ ョ ン ほ ど の ス

コ ア 上 昇が 見 られな か っ た ｡ 今 後 は こ の セ ク シ ョ

ンの 問題 を解く能 力 をも 著 しく向上させ られ る よ

う な授業 方 法 を開発 して い き た い ｡ ま た ､ 学 生に

対 す る ア ンケ ー ト を実施 し ､ 授業 に つ い て の感 想

や 要 望を 聞き ､ そ れ ら を反 映 し た授 業 を作 り上 げ

て い き たい ｡ また ､ 実際の T O E IC 公開テ ス トの ス

コ ア を ( で きれ ば本授業 を受講前 と受講後 の 2 回)

報 告 して も ら い ､ 授 業が ス コ ア 向上 に役 立 っ たか

どう かを調査 す る 必要が あ る と考 え る ｡ さ ら に ､

今 後 は公 開テ ス トの ス コ ア を成終に 利用 で き る よ

う な評価方法 を考え たい ｡
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